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1．イベント概要

2025 年 12 月 5 日，芝浦工業大学豊洲キャンパスにて
「DEI ×技術がイノベーションを創出する─超多様性の発
想が，技術の “常識” を超えていく─」をテーマとした特
別講演会とパネルディスカッション，体験型ワークショッ
プが開催されました。理工系専攻の学生や社会人を中心に，
分野や価値観を超えて新しい発想力・創造力の重要性を実
感してもらうことを目的としました。当日は，現地対面お
よびオンライン合わせて239名と多くの参加がありました。

2．特別講演会・パネルディスカッション

本セッションでは，SWCC株式会社代表取締役会長長谷
川隆代氏，芝浦工業大学副学長磐田朋子氏，ヤンマーホー
ルディングス株式会社取締役白藤万理子氏による「超多様
性が生む，シナジーとは？」「思いが未来を創る～そのた
めに私たちが乗り越えたこと～」をテーマとした対談講演
会を行いました。それぞれの専門領域や経験を踏まえ，多
様なヒト・価値観から生まれるイノベーションの可能性，
技術への新たな視点と挑戦について「聞く」「知る」貴重
な機会となりました。

後半では，SWCC株式会社とヤンマーホールディングス
株式会社の現役技術者・研究者 4名による「静と動のテク
ノロジーは多様なヒトと生きる」をテーマとしたパネルデ
ィスカッションを行いました。「異なる専門性や世代間の
協働がもたらす価値」「現場での失敗経験から得られる学
びと突破力」などについて意見交換し，会場を巻き込みな

がら活発に議論されました。参加者からは「多様な視点・
経験を聞けて学びや気づきがあった」「挑戦と学びを通じ
て成長の視点を得られた」などの感想が寄せられました。

3．体験型ワークショップの内容と狙い

ワークショップでは，「サステイナビリティ×テクノロ
ジー×クリエイティビティで新しい豊かさへ」をテーマに
VR体験や非接触給電実験から保有技術を体感し，生成AI
を活用して未来ビジョンを生み出し，自身のキャリアを考
えるプログラムを用意しました。さらに，参加者から「自
身の考えを紙に書き出すことで就活の軸とする考え方を確
認できた。」との感想もあり，最新技術の将来性や業務へ
の活用の可能性を実感しながら楽しむ姿が見られました。

4．今後の展望・DEI推進への想い

本イベントを通じ，多様性と技術革新の融合が新たな価
値創造の鍵であることを再認識しました。異なる価値観を
持つ人への理解とコミュニケーションが新たなシナジーを
生み，イノベーションを加速させ，未踏領域への挑戦や新
事業の創出が期待されます。今後は，次世代の人財がこう
した価値観を体得し，未来を切り拓く力を育む仕組みづく
りに注力していきます。
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